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製品マニュアル
Rev.�.0.0.�

http://www.system-talks.co.jp/

このたびはお買い上げいただき、誠にありがとうござ
いました。
この製品マニュアルをよくお読みのうえ、正しくご使
用ください。
お読みになったあとは、大切に保管してください。
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安全のために
安全のご注意

禁止

 ぶつけない

禁止

 落とさない・投げない

禁止

 液体をかけない

注意

 高温になる所に置かない

禁止

 静電気を与えない

禁止

 圧迫しない

禁止

 分解しない

注意

 対応品以外に接続しない

ご注意
本製品を取扱う前に、この注意事項を必ずお読みください。

・ ご使用の際は、本取扱説明書を全てよく読んでから、ご使用ください。
・ 説明書を読まずに使用するのは困難です。また、機器を破損する可能性もあります。
・ データの損失ならびに直接的、間接的の損害につきましては、一切の保証をいたしません。
・ 重要なデータに関しては、バックアップをおこなってください。本製品によるデータの破損、消滅につきまし

ては一切の責任を負いかねます。
・ インストールされているアプリケーションによっては、本製品を使用することで動作しなくなる場合があり

ます。あらかじめ確認してください。
・ 本製品の運用・取付・設定を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、いかなる責任も負いかねま

す。 本製品は、人命に関わる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする機器や設備への組込みや、制御等の
仕様は意図されていませんので、このような設備、機器、制御システムへ本製品を使用され、人身事故、財産損
害などが生じても、いかなる責任も負いかねます。

・ 記載事項の内容が原因による、製品・付属品、接続機器等の故障、破損、不具合、データの消失、人体への影響（負
傷、障害、死亡）については、当社では一切の責任を負いかねますので、あらかじめご留意ください。

・ 記載事項を熟読の上、常識範囲内での使用をお守りください。
・ 本体・添付品の角、金属部分、凹凸部分等で負傷しないよう、取扱は注意してください。また、本来の目的以外の

使用やマニュアルの記載内容以外の使用は、絶対にしないでください。
・ 本体、梱包材、添付品は、食べ物ではありませんので、絶対に口にしたり食べないように注意してください。設

置、保管は子供やペット等の手の届かない場所にしてください。
・ 梱包箱や梱包材、マニュアルの取扱いの際にも、紙で手を切る等の怪我をしないようにご注意ください。
・ 本機を不安定な場所に設置・保管しないでください。落下により怪我をする危険があります。
・ コンセントの脱着は、感電しないように注意してください。また、濡れた手での脱着は絶対おこなわないでく

ださい。
・ マニュアルは、いつでも使用できるように保管しておいてください。
・ 高温多湿、温度差の激しい場所や煙草の煙、ホコリや振動の激しい場所、薬品の噴霧されている場所等でのご

使用は避けてください。 また、絶対に液体をかけないでください。火災や感電、故障の危険があります。
・ 落としたり、投げたり、曲げたり、重い物を載せる等、乱暴な扱い方はしないでください。
・ いかなる理由があっても本機、付属品を絶対に分解しないでください。怪我や感電の危険があります。 分解し

た形跡が認められた物は、保証期間中であっても修理対象外となります。
・ 本機の取付けは、マニュアルで定められた方法を守ってください。
・ 静電気は、全ての機器の故障原因になりますのでご注意ください。あらかじめ他の金属部分等（水道蛇口等）に

触れて体内の静電気を放電しておいてください。（ガス管等の発火する危険性のある物は不可
・ 本ファイルおよび内容の無断転載、引用を禁じます。
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はじめに
 

 本機はまだパソコンに取り付けないでください。
本マニュアルの手順で取り付けをおこなっていただく必要があります。
まずはじめに必ず本章をよくお読みください。

内容物
本製品の内容物は、次の通りです。 

 ・本体 ・キャップ　　・USBケーブル　　・製品マニュアル／保証書（本書）

※万一、不足しているものや損傷しているものがあれば、至急弊社にご連絡ください。日数
がたっている場合は対処いたしかねる場合があります。

各部の名称
■本体
         キャップ                動作ランプ （認識されると点灯。コピー中は点滅）

                                                             USB Mini-Bポート

USB Aコネクタ

■USBケーブル
本体のUSB Mini-Bポー
トに接続します。

必要な動作条件
本機を使用するには、パソコンが以下の条件を満たしている必要があります。

パソコン基本仕様 USBポートのあるPC/AT互換機（DOS/Vパソコン）
対応OS Windows 7、Vista、 XP（SP1以降）、 Server 2003 各32bit/64bit、 

2000（SP4）
対応コネクタ USB2.0 / USB1.1  TypeAコネクタ

 

 万一のトラブルに備えて、データをバックアップしてください。
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重要事項
■システムファイルや隠しファイルについて 

 Windows上にはシステムファイルや隠しファイルがあります。
システムファイルや隠しファイルは不用意に削除したりコピーしたりするとWindowsやア
プリケーションが起動しなくなってしまうようなファイルが含まれています。

■USB2.0とUSB�.�について 
USB2.0は従来のUSB1.1よりも40倍も速い転送が可能になります（理論値）。ただし、接続する
パソコンのUSBポートが双方ともUSB2.0に対応している必要があります。

USB機器の基本操作
取り付け方

 

 まだ接続しないでください！ 次ページ以降の手順に従ってください。

スゴイケーブルをパソコンに接続するには、スゴイケーブル本体のUSBコネクタをパソコン
のUSBポートに挿し込みます。２台のパソコンでコピー等をするには、スゴイケーブル本体
にUSBケーブルを取り付け、ケーブルのUSBコネクタをもう一方のパソコンに接続します。
いつ取り付けるかは、後の手順にしたがってください。 ここでは基礎知識を分かりやすく説
明しています。

         

コネクタには上下があります、向きが合っていないと挿し込めま
せん

取り外し方
スゴイケーブルをパソコンから取り外すときは、以下の手順でおこなってください。
❶ ファイルをコピーしていないことを確認して、「操作パネル」（後述）を終了します。
❷ タスクトレイの「NEOアイコン」を右クリックして終了を選

びます。
❸ タスクトレイの取り外しアイコンをクリックして、「SUGOI 

 NEO」のドライブ文字が含まれている「USB大容量記憶装置 
デバイス」をクリックします。

※USB大容量記憶装置デバイスが複数ある場合は、「SUGOI NEO」のドライブ文字が含まれているものをク
リックします。 
どれが「SUGOI NEO」のドライブ文字が分からない場合は、マイコンピュータで確認します。

❹ スゴイケーブルをパソコンから取り外します。

NEO 取り外し
アイコン アイコン
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操作パネルを開く 
スゴイケーブルの接続

� 両方のパソコンで、Windowsを起動する
Windowsがまだ起動していない場合は起動します。 起動済みの場合は不要です。

2スゴイケーブル本体をパソコンに接続する
Windowsが完全に起動したら、スゴイケーブル本体
のUSB Aコネクタを、パソコンのUSBポートに接続し
ます。

7/Vistaの場合
実行許可の画面が表示されますので、許可します。

� 「操作パネル」が自動的に起動する  
タスクトレーにメッセージが表示され、しば
らく待つと「操作パネル」が自動的に起動しま
す。

自動的に起動しない場合
次の場合は、「操作パネル」が自動的に起動しま

せん。
●Windowsを起動・再起動した場合
●CD-ROMが自動起動しないようにWindowsの設定を変更している場合。
このような場合は、以下のようにしてください。
① マイコンピュータを開きます。
② 「SUGOI NEO」と表示されているドライブの中の「SNLoader」をダブルクリックしま

す。

▼ 2台のパソコン間でコピーなどをする場合

4 USBケーブルを本体のMini-Bポートともう一方のパソコンに接続する

5 「操作パネル」が自動的に起動する
※もう一方のパソコンの「操作パネル」に
は「NEO Finder」は表示されません。

操作パネルが表示される
まで数十秒、最初は１分
以上かかります。
画面が出るまでしばらく
お待ちください。
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ファイルコピー ～ NEO Bridge
NEO Bridge の基本操作

� 「操作パネル」の中の「NEO Bridge」をクリックする
「操作パネル」については「操作パネルを開く」を参照してください。

2「NEO Bridge」画面が開く
下図の画面が開きます。
右図のヘルプが表示されます。不要な場合は

「×」をクリックして終了します。

�ファイルをドラッグしてコピーする
画面に表示されているのは一方のパソコンの
内容です。 以下の手順でコピーします。

① 「ビュー」をクリックしてコピー先の場所を選択
します。 

（画面の例ではデスクトップが選択されていま
す）

② 操作しているパソコンのマイドキュメントやエクスプローラ等からコピーしたいファイ
ルをファイルリストにドラッグします。 （逆にファイルリストからマイドキュメント等
にコピーすることもできます）

③ コピーが開始されます。

タイトルバー  コンピュータ・アイコン アクティブ情報

      終了
ガイダー      最小化
      オプション
前のファイル
リスト      フォルダの
次のファイル      追加
リスト
      ファイル
ビュー      ヘッダー

      ファイル
      リスト
 一方のパソ  一方のパソ
 コンへコピー  コンからコピー

   ファイル

ここをチェックして画面を閉じると、
次回以降ヘルプが表示されません。
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NEO Bridge の応用操作

アイコンモード
・ 「タイトルバー」の「コンピュータ・アイコン」をダブルクリックすると

「アイコンモード」になります。
・ このアイコンにファイルをドラッグすると、一方のパソコンにファイ

ルがコピーされます。 コピーされる場所はアイコンモードに入る前
に指定されていた場所（フォルダ）です。

・ アイコンはお好みの場所に移動できます。
・ アイコンをダブルクリックすると通常モードに戻ります。

ドック
「ドック」とは、コピーするファイルを集めておく場所です。

実際にドックにファイルがコピーされるのではなく、ファイルの情報のみが登録されます。
複数のファイルをコピーするとき、コピーしたいファイルを「ドック」に入れ、「ドック」から
まとめて一方のパソコンにコピーできるようになります。

① 「オプション」をクリックすると右のメニューが表
示されますので、「ドックを開く」を選択します。

② 「ドック」のウィンドゥが開きますので、その中にコ
ピーしたいファイルをドラッグします。

③ 「ドック」の中のファイルを「ファイルリスト」へド
ラッグするとコピーされます。 
１つずつコピーすることも、複数ファイルを選択し
てまとめてコピーすることもできます。 

（Ctrl+キーで複数、Alt+キーで全ファイルの選択が
可能です）

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。
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共有機能 ～ NEO Share
� 「操作パネル」の中の「NEO Share」をクリックする

「操作パネル」については「操作パネルを開く」を参照してください。

2ファイアウォールの注意画面が表示される
本機能はWindowsネットワーク機能を使
用しているので、ファイアウォールなど
のセキュリティソフトウェアや設定の影
響を受けます。
Windows標準のファイアウォールはスゴ
イケーブルが自動的に設定しますが、他
のセキュリティソフトやファイアウォー
ル機器を使用している場合は、それらを
適切に設定しなければ正常に動作しませ
ん。 
※Windowsネットワークやセキュリティについて
のサポートはできかねます。

使用しているネットワーク情報
プロトコル TCP/IP
IPアドレス 1.0.0.1, 1.0.0.2 
ポート TCP/58687, TCP/137, TCP/139, 

UDP/138, UDP/445, UDP/58686

� ネットワークモードに切り替わる
両パソコンでモードが切り替わります。
この動作には時間がかかります。

4「NEO Sahre」画面が開く
右図の画面が開きます。
目的の用途をクリックします。
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CD/DVDドライブの共有

� 「NEO Share」の画面でCDドライブ機能を選ぶ
右の画面が表示されます。

2 CDドライブが表示される
一方のパソコンのCDドライブが、マイ
コンピュータ内のネットワークドライ
ブに表示されます。

ドライブアイコンをダブルクリックするとCDの内容が表示されます。

CDからインストールするには
CD内のsetupなどのファイルをダブルクリックして実行します。 実行するファイルに
ついてはソフトウェアのマニュアル等を参照ください。 

インターネットの共有

� インターネットに接続しているパソコンで、「NEO Share」の画面のイン
ターネット共有機能を選ぶ

右の画面が表示されます。

2 インターネットが共有される

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。
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フォルダ同期 ～ Folder Sync
Folder Sync の基本操作

� 「操作パネル」の中の「Folder Sync」をクリックする
「操作パネル」については「操作パネルを開く」を参照してください。

2「Folder Sync」画面が開く
下図の画面が開きます。
ヘルプが表示されます。不要な場合は「×」をクリックして終了します。

 全て実行
    
  終了
タスク追加  最小化
  オプション

タスクリスト

 双方向 このパソコンから 一方のパソコンから
  一方のパソコンへ このパソコンへ

�タスクを登録する
以下の手順で同期するタスクを登録します。

① 「タスク追加」をクリックします。
② 「タスク名」を入力します。
③ 「タスクタイプ」を選択します。 

両パソコンのフォルダを同期する場合は「フォルダ同期」を、お気に入りを同期する場
合は「IE お気に入り同期」を選びます。

④ フォルダ同期の場合は「同期コンテンツ」で  をクリックして指定します。
⑤ 同期方向を選択します。

4 タスクを実行する
同期したいタスクを「タスクリスト」で選択し、「このタスクを同期」をクリックします。 
全タスクを実行するには「全て実行」をクリックします。

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。
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メール同期 ～ Outlook Sync
Outlook Sync の基本操作
Outllookのアイテムを同期します。
※両方のパソコンにOutlookがインストールされていないと使用できません。
※Outlook Expressやその他のメールソフトには対応していません。

� 「操作パネル」の中の「Outlook Sync」をクリックする
「操作パネル」については「操作パネルを開く」を参照してください。

2「Outlook Sync」画面が開く
下図の画面が開きます。
ヘルプが表示されます。不要な場合は「×」をクリックして終了します。

      終了
      最小化
　同期方向      オプション

      
　標準アイテム      

�同期を実行する
以下の手順で同期を実行します。

① 「設定」をクリックし、同期の設定を確認します。必要に応じて変
更します。

② 「同期方向」を選択します。
③ 「標準アイテム」の中で同期するものにチェックを付け、「同期開

始」をクリックします。
④ 右図の規則の設定が表示されますので、選択した後に「開始」を

クリックします。
⑤ 同期が開始されます。

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。



©System TALKS Inc. ��

USBメモリの使用 ～ NEO Finder
NEO Finder の基本操作

「NEO Finder」はスゴイケーブル内蔵のUSBメモリを効果的に使用するプログラムです。

� 「操作パネル」の中の「NEO Finder」をクリックする
「操作パネル」については「操作パネルを開く」を参照してください。

2「NEO Finder」画面が開く
下図の画面が開きます。
ヘルプが表示されます。不要な場合は「×」をクリックして終了します。

タイトルバー  デバイス・アイコン アクティブ情報

      終了
ガイダー      最小化
      オプション
前のファイル
リスト      フォルダの
次のファイル      追加
リスト
      ファイル
ビュー      ヘッダー

シンボル      ファイル
      リスト
   コピーしたいファイル

ファイルを保存する
USBメモリにファイルをコピーして保存する場合は、マイドキュメントやエクスプローラか
らコピーしたいファイルをファイルリストにドラッグします。

ビューを使用する
「ビュー」をクリックすると右図の「ビューメニュー」が表

示され、選択するとその種類のファイルが表示されます。
「パスビュー」・・・ エクスプローラ同様の表示
「Document」・・・ 作成したファイルの表示
「Picture」・・・ 写真の表示
「Music」・・・ 音楽の表示
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「Video」・・・ 動画の表示
「24 Hour」・・・ 24時間以内に作成されたファイルを表示

・ 「フィルターを追加」を選ぶと新規に表示項目を追加できます。
・ 既存の項目は、 をクリックすると編集できます。
・  をクリックすると、フィルターが削除されます。
・  をクリックすると、フィルターが複製されます。
・ パスビュー時のみ、ドラッグ＆ドロップでファイルのコピーが可能です。

シンボルを使用する
シンボルをクリックすると、そのファイルにマークを付けることが
でき、フィルター設定などで使用することができます。
例えば仕事用のファイルは♠、プライベート用のファイルは♥のシンボルを付け、フィル
ターに「仕事用」を追加して、♠マークのものだけを表示するように設定できます。

アイコンモード
・ 「タイトルバー」の「デバイス・アイコン」をダブルクリックすると「アイコン

モード」になります。
・ このアイコンにファイルをドラッグすると、USBメモリにファイルがコピー

されます。 
アイコンモード時にドラッグ＆ドロップでファイルコピーすると、ルート（最上位の階層）
にコピーされます。

・ アイコンはお好みの場所に移動できます。
・ アイコンをダブルクリックすると通常モードに戻ります。
・ アイコンモード中はどのビューモードでもコピー可能。
 

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。
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困ったときは
うまくいかない場合のよくある原因
● 動作しない（「操作パネル」）

・ 操作パネルが表示されるまでには数十秒、最初は１分以上かかります。
・ Windowsバージョンを確認してください。 Windows ME、98SE、98、NTでは動作しません。
・ パソコンによって「操作パネル」が自動的に起動しない場合があります。 手動で起動してく

ださい。（「操作パネルを開く」参照）
・ パソコンのUSBポートが使用できるかを確認してください。 

セキュリティ設定やソフトウェアによってUSBポートが使用できなくなっている場合が
あります。 
お手持ちのUSBメモリやカードリーダーをパソコンに接続して、正常に読み書きできるこ
とを確認してください。 正常に動作しない場合はスゴイケーブルも動作しません。

● 一方のパソコンが認識されない（「操作パネル」）
・ 一方のパソコンについても、上記「動作しない」を確認してください。
・ 一方のパソコンを認識すると、「操作パネル」の「アクティブ情報」に一方のパソコンの名前

や容量が表示されます。

● コピーできない （「NEO Bridge」など）
コピー先のフォルダが書き込み禁止になっていないこと、書き込み権限があることを確認
してください。

● 共有機能が使えない （「NEO Share」）
ファイアウォール設定やセキュリティソフトが通信を遮断している可能性があります。
これらの設定を無効にして試してください。 その後、有効に戻した上で、適切にセキュリ
ティ設定をおこない、共有機能が使用できるようにしてください。
⇨「共有機能～NEO Share」
※各セキュリティの設定は各メーカーにお問い合わせください。

● USBメモリのファイルが表示されない （「NEO Finder」）
「ビュー」でファイルの種類を選択している場合は、「ビュー」で「パス ビュー」を選択してく

ださい。

● 転送速度が遅い （「NEO Bridge」など）
USBには、USB1.1とUSB2.0があり、2.0は1.1より実測値で約10倍のスピードがあります。
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スゴイケーブルはどちらのUSBモードでも使用可能ですが、USB1.1で使用すると転送にか
なり時間がかかります。
USB1.1のパソコンで高速にファイルコピーをしたい場合は、USB2.0インターフェイスカー
ドやスゴイカードを取り付けてください。⇨ 製品情報（www.system-talks.co.jp)をご覧ください。

また、パソコンの性能や搭載メモリ容量によっても転送速度に差が出ます。

最新情報は、サポート情報ページをご覧ください。
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サポート依頼の方法
① マニュアルを読み返して、どの部分で手順通りにいかなくなってしまったのかを確認し

てください。
② ホームページ（http://www.system-talks.co.jp/）をご覧ください。最新情報が出ている場

合があります。
③ サポート依頼ページにアクセスしてください。  

 http://www.system-talks.co.jp/support/sprq.asp
④ 表示された画面の指示にしたがって項目を入力して送信してください。
⑤ 受付順に対応し、原則としてその順番で回答させていただきますが、内容により回答の順

番が変わる場合があります。

本製品の修理については、上記サポート依頼またはFAXでお問い合わせください。
http://www.system-talks.co.jp/support/sprq.asp
FAX： 03-3639-0168

初期不良品について
初期不良と思われる場合は、その内容により以下の通りにご連絡ください。

現象 ご連絡の方法

・認識しない。
・お使いのパソコンが対応していない。
・電源が入らない。
・ドライバがインストールできない。
・動作しない。
・マニュアルどおりにいかない。

まずサポートの依頼方法に従ってサポートを依頼してく
ださい。
不良品と思われるケースでもサポートを受けていただく
ことにより、正常にお使いいただける場合が多々ありま
す。
サポート依頼の内容により、万が一不良品であることを判
断した場合は、当社より不良品の交換方法について連絡を
させていただきます。

・内部から発煙している。
・本体および付属品が著しく破損している。
・内容物に欠品がある。

当社まで以下のいずれかの方法で至急ご連絡ください。 
・電話 03-3639-0167 
・FAX 03-3639-0168  
・メール system-talks@system-talks.co.jp （これは非常事
態用アドレスです。サポート依頼をここに送らないように
願います。）

「本体および付属品が著しく破損している。」「内容物に欠
品がある。」の場合は、ご購入後3日以内にご連絡ください
ますようお願いします。
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修理品の送付について
当社でサポートを受けていただき製品の修理が必要と判断された場合には、当社より修理受付の連絡を
いたします。
修理品は以下の手順で当社へ直接お送りください。
① 製品と記載されている付属品一式を、可能な限りお買い上げ時と同じ状態に梱包してください。 

お買い上げ時の化粧箱・プラスチックケース等の衝撃吸収材などが無い場合には、エアパッキン、スポ
ンジなどで衝撃に耐えうる状態に製品を梱包してください。

② 以下のものを添付してください。
・ 保証書(購入時のレシート（コピー可）、または販売店発行の日付の印刷された保証シールが添付されて

いること)
・ 最後にやり取りしたサポートメールのプリントアウト 
③ 梱包していただいた製品と必要書類を段ボール箱に入れてください。製品と段ボールの間に隙間があ

るときには丸めた新聞紙などで隙間を埋めて、製品が段ボール箱の中で動かない状態にしてから段
ボールを閉じてください。

化粧箱・梱包したエアパッキンに直接運送会社の送り状を貼って送付しないでください。 
また、製品を緩衝材で梱包していない場合や、製品を段ボール等で梱包しない状態でお送りいた
だいた場合、保証期間内であっても修理費用をご請求させていただくことがあります。
輸送時における製品の破損を避けるため、ご面倒ですがご協力をお願いいたします。
なお、輸送中の事故に関しては一切責任を負いかねます。

④ 段ボール箱に梱包したものを、宅配便または郵パックで発送してください。送料はお客様ご負担でお
願いたします。 
ヤマト運輸（クロネコヤマト）または佐川急便で発送してください。

⑤ 発送先は下記住所までお願いいたします。 
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町2-10-11 秀和蛎殻町ビル7F 
株式会社システムトークス サポート係
電話 03-3639-0167

 修理品の発送は必ず弊社へ直接お送りいただき、販売店へのお持込はなさらないようにお願いし
ます。
 
なお、サポートを受けずに販売店に修理を持ち込まれ、製品に異常が見つからなかった場合は、保証期間
内であっても基本料金と販売店と当社間の往復の輸送費が請求されます。あらかじめご了承ください。
このようなことがないように、まずサポートを依頼されますようお願いします。
修理の際に交換された部品は、有償無償にかかわらずお返しいたしません。 あらかじめご了承ください。
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別売品のご案内
●SUGOI HUB （スゴイハブ）   /USBハブ 4ポート

▷ 動作が安定している！ハブの最も大切な性能です！
「認識しない」「使用中にフリーズした」「再起動しないと直らない」など、不安定なUSBハブは

本当に困ります。
スゴイハブは、電力特性、使用チップにこだわった設計で、接続機器の安定動作を実現してい
ます。

▷ 安定動作で定評のあるNEC製チップを採用！
▷ 超強力回路搭載！

スゴイハブの最大の特長は、他社製品に比べて電力特性が圧倒的に優れていることです。
他社のバスパワー（ACアダプタを使用しない）ハブとは比較にならないだけでなく、電圧・電
流の特性が高く、ACアダプタ使用時と同程度の高性能ハブです。

▷ ケータイ、ポータブルゲーム、ポータブルプレイヤーを同時に充電可能！
スゴイハブは、パソコンのバスパワーだけでも、携帯電話やポータブルゲーム機、ポータブル
プレーヤーなどを同時に充電することができるほどのハイパワーです。
持ち歩くモバイル機器が多い昨今、ハブにつなげて同時に充電できる高性能は 大変便利で
す。

▷ パソコン非連動ポートを搭載！
右側の2ポートは、ACアダプタを接続していれば、パソコンの電源がOFFでもバスパワーを
供給できる非連動ポートになっています。携帯電話やPSP、 DSなどのポータブルゲームや、
iPodなどのポータブルプレイヤーを充電したい時、いちいちパソコンを立ち上げる必要は
ありません。

●USB2.0インターフェイス、スゴイカード
スゴイケーブルはUSB2.0で使うと超高速です。
ご使用のパソコンがUSB1.1対応なら、インターフェイスカードを使用することで2.0対応に
なります。
様々なニーズに対応した製品を各種用意しています。

当社では、便利で高性能な製品を多数取り揃えております。
ぜひ、ホームページ（www.system-talks.co.jp）をご覧ください。


